
公共施設のコスト計算書

【施設】

屋外平面駐車場

駐車場：1,718.63㎡、車路：4,409.03㎡

駐車台数150台

【管理運営】

平成30年4月1日より、高松空港株式会社（指定管理者）が施設を管理運営。

利用料金制度を導入し、指定管理者が料金収入を原資として維持管理運営等を

行っている。

●県債残高（R5.3.31現在）

【行政コスト】 令和 4 年度 （千円） 千円

（年間駐車台数）

(１台当たり平均使用料）

●コスト指標

【歳入項目】 (１台当たりにかかるコスト）

●コスト縮減、利用向上に向けた取組み状況
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77,000千円

構成比当該年度項目

5時間以上24時間まで 800円

定期料金（1台につき1月） 5,140円

100円

150円

13,870円

24,670円

利用料金

定期料金（1台につき3月）

1時間～2時間､30分毎

県債

その他

1時間まで

3,394千円

施設名 高松空港県営駐車場

所在地 高松市香南町大字岡1264-6他 供用開始年度

施設の概要

平成26年度

香川県駐車場条例

設置目的 高松空港における駐車場需要に対応し、利用者の利便に資する。

駐車場 施設設置根拠

整備事業費 80,394千円

施設の種類

　年度当初は、新型コロナウイルス感染症に伴う高松空港利用者の減少が継続したことにより、営業を一時休止したが、
多客期となる夏休み以降、駐車場利用収入が大幅に増加したため、令和4年7月15日以降は継続営業した。利用台数が
コロナ前の水準に改善したことから、1台当たりにかかるコストは大幅に減少している。
　また、指定管理者では、引き続き、営業休止期間の委託料縮減に取り組むとともに、一部業務を内製化することにより
コスト縮減を図っている。

R2 66,719円

R2 1,258円
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R4153.2%
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1,253円

施設運営方法 全部委託：指定管理者（高松空港株式会社）

55,427

●利用の状況

R2 89台

R3 315台

R4 5,651台

1,228

定期料金（1台につき6月）

使用料

無料

2時間以上24時間まで、１時間毎
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行政コスト計算書
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駐車１台当たりのコスト負担の状況

行政コスト 18,698円

行政コスト 66,719円

行政コスト 1,253円

県負担額 17,260円

県負担額 65,461円

その他収入 1,253円

その他収入 1,258円

その他収入 1,438円


